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豊川地域コミュニティ運営協議会第３分科会（令和元年度メンバー） 

〇分 科 会 長  小松 秀樹 

〇副分科会長  小川 泉 

〇委   員  加藤 純一   和田 道明   成田 洋一   栢沼 茂治 

        山口 登志夫  澤地 光春   大川 晋作   石井 昇 

        大木 敏正   桒畑 寿一朗  田中 修    池田 直美 
 

 

編集後記 

 豊川地域コミュニティ運営協議会第３分科会として制作
せいさく

してまいりました、 

豊川地区の文化・歴史について各地区の行事や地域内の取り組みを通じて紹介
しょうかい

 

し、地域内の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

、コミュニティの形成
けいせい

とともに誰
だれ

にでも気
き

軽
がる

に参加し 

てもらえるためのツール、冊
さっ

子
し

の第３作目になります。 

 今回は、今までの冊子を見ていただいてからのまつり
・ ・ ・

です。意味合いこそ祀
まつ

 

り・祭り・奉
まつ

り・政
まつ

りと色々ありますが、豊川地区のそれぞれは全
すべ

てを 集
しゅう

約
やく

し、 

季
き

節
せつ

を感
かん

じ、自然と共に生き、神様や御
ご

先
せん

祖
ぞ

様
さま

、先人
せんじん

を 敬
うやま

い、その気持ちを先 

に繋
つな

げていく、そんな気持
き も

ちが今もそしてこれからも続いていく大切なものに 

なります。これを読んで飯
いい

泉
ずみ

・桑原
くわはら

・成
なる

田
だ

のまつりにどんどん参加していただ 

ければと思います。 
 

豊川地域コミュニティ運営協議会 第３分科会長 小松 秀樹   

 

豊川地域コミュニティ運営協議会第３分科会（文化歴史・教育）作成の冊子 

「道祖神とどんど焼き」（平成 29 年度）

「温故知新～豊川物語」（平成 30 年度）

既刊誌は小田原市自治会総連合の 

ホームページを御覧ください。 
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豊川地区のお祭り
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飯泉の「お祭り」について 

だるま市 

飯泉
いいずみ

の盛大なお祭
まつ

りと言えば、やはり

400 年以上の歴史を持つ飯泉山
いいずみさん

勝
しょう

福寺
ふ く じ

(飯泉
いいずみ

観音
かんのん

)のだるま市です。関東
かんとう

地方
ち ほ う

で

一番
いちばん

早
はや

くだるま市
いち

が開
ひら

かれる事
こと

でも有
ゆう

名
めい

で、坂東
ばんどう

三十三
さんじゅうさん

観音
かんのん

(神奈川
か な が わ

、埼玉
さいたま

、東
とう

京
きょう

、群馬
ぐ ん ま

、栃木
と ち ぎ

、茨城
いばらき

、千葉
ち ば

に点在
てんざい

する

全 33 カ所の観音霊場
れいじょう

)の五番札所
ふだしょ

にも

なっています。多
おお

いときにはだるま店 

30軒
けん

、出店
で み せ

200 軒が境内
けいだい

に所狭
ところせま

しと並
なら

びま

す。だるまは日本人にとって縁起物
え ん ぎ も の

です。

「七
なな

転
ころ

び八
や

起
お

き」という不屈
ふ く つ

の根性
こんじょう

を 表
あらわ

すもので、福
ふく

をかき集
あつ

める熊手
く ま で

とともに万
ばん

人
にん

が買
か

い求
もと

め賑
にぎ

わいます。 

開催
かいさい

時期
じ き

は毎年12月17日と18日です。

お 客
きゃく

さんがだるまを買うたびに、手
て

締
じ

め

の拍手
はくしゅ

をして厄除
や く よ

けの切
きり

火
び

の音とともに

「ヨヨヨイ ヨヨヨイ ヨヨヨイヨイ」の

掛
か

け声
ごえ

を上げます。 

 

ほおずき市 

昭和
しょうわ

の時代
じ だ い

まで、飯泉では８月の縁日
えんにち

に行われていました。

浅草寺
せ ん そ う じ

（東京・浅草
あさくさ

）が本元
ほんもと

らしいのですが、なぜ、ほおず

きかというと、食用や鑑賞
かんしょう

用にという話もありますが、 薬
くすり

がなかなか手に入らない時代に子どものかんの虫や大人の

癪
しゃく

(原因
げんいん

の分からない疼痛
とうつう

を伴う内臓
ないぞう

疾患
しっかん

)によく効
き

くと言

われていたようです。ほかにも果実
か じ つ

をほおずき人形
にんぎょう

にした

り、中
なか

身
み

を取
と

り除
のぞ

いて口に含
ふく

んで音を鳴
な

らす、風船
ふうせん

のように膨
ふく

らませるなど子どもの

遊
あそ

びにも使われていました。そしてほおずきがお盆
ぼん

で使う灯
とう

籠
ろう

に似
に

ていることから、

お盆の時期
じ き

を知るためのひとつのアイテムとして用
もち

いられていたのかも知れません。 
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夏祭り 

平成 18 年度まで公民館
こうみんかん

主催
しゅさい

で模擬店
も ぎ て ん

を 出
しゅっ

店
てん

し、やぐらを組んで盆踊
ぼんおど

り大会も

行われました。当時
と う じ

、子ども会には約 200

名の会員がいたため、祭りの存続
そんぞく

は子ど

もの成長や祭りを次
じ

世代
せ だ い

に引き継
つ

ぐこと

の重要性
じゅうようせい

を感じ、子ども会が主催となっ

て当てくじや輪投
わ な

げ等
とう

を実施
じ っ し

、地区のそ

れぞれの団体
だんたい

がかき氷、綿菓子
わ た が し

の販売、消防団
しょうぼうだん

がスーパーボールすくいを 協
きょう

力
りょく

して

行
おこな

ってきました。その後は会員数の減少に伴い、令和元年より自治会と共催
きょうさい

するこ

とで地域に住む大人も子どもも誰もが一緒になって楽しめる地域のお祭りとして夏

休みに賑
にぎ

やかに行われています。 

 

飯泉
いいずみ

八幡
はちまん

神社例
じんじゃれい

大祭
たいさい

 

戦前、祭典
さいてん

では神輿
み こ し

も山車
だ し

も地区内を巡行
じゅんこう

して

いましたが、太平洋
たいへいよう

戦争
せんそう

が始
はじ

まると徴兵
ちょうへい

や戦死
せ ん し

に

よって担
にな

い手が不足
ふ そ く

して取り止
や

めとなってしま

いました。（改行
かいぎょう

） 

その後、神輿は樽
たる

神輿として復活
ふっかつ

し、そして昭

和 50 年代には有志
ゆ う し

が先導
せんどう

して寄付
き ふ

金
きん

を募
つの

り、今

の立派
り っ ぱ

な子ども神輿の 姿
すがた

になりました。山車に付

き物のお囃子
は や し

は子どものお祭りである「道祖神
ど う そ じ ん

」

の行事
ぎょうじ

として小学生男子によって受
う

け継
つ

がれてきましたが、行事の取り止めとともに

昭和 38 年を最後
さ い ご

に飯泉地区から途絶
と だ

えてしまいました。しかし、昭和 62 年に飯泉

青少年
せいしょうねん

育成
いくせい

協
きょう

議会
ぎ か い

が設立され、翌年
よくねん

には太鼓
た い こ

部会が併設
へいせつ

されて 25 年ぶりに祭囃子
まつりばやし

が

復活
ふっかつ

しました。その後
ご

トラックの荷台
に だ い

に屋台
や た い

をしつらえ地区内を巡行
じゅんこう

するようになり

ました。（改行
かいぎょう

） 

また、平成 13 年にはかつての青年達による太鼓
た い こ

会が発足
ほっそく

し、山車も修繕
しゅうぜん

されて巡

行が始まり現在の 姿
すがた

の例
れい

大祭
たいさい

になりました。開催日は毎年 10 月第一日曜日。豊作
ほうさく

を

祝い子どもの成長を飯泉の皆
みな

で 喜
よろこ

ぶ。その想
おも

いがあるからこそ続
つづ

いている、続いてい

く飯泉ならではのお祭りなのです。（改行
かいぎょう

） 
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桑原の「お祭り」について 

桑原
くわはら

地区では毎年
まいとし

、自治会
じ ち か い

が主催
しゅさい

する夏祭
なつまつ

りと三島
み し ま

神社
じんじゃ

が主催
しゅさい

する秋の例
れい

大祭
たいさい

が

行
おこな

われています。いずれのお祭りも地域
ち い き

の多
おお

くの皆
みな

さんによって伝
つた

えられてきた

伝統
でんとう

行事
ぎょうじ

です。 

 

夏祭り(納涼
のうりょう

祭
さい

) 

学校が夏休みに入る７月下旬
げじゅん

に行われる夏祭

りは、自治会が音頭
お ん ど

をとり、傘下
さ ん か

の各種
かくしゅ

団体
だんたい

が

役割
やくわり

分担
ぶんたん

を決めて取
と

り組
く

む「住民手作りのイベ

ント」で、子どもからお年寄
と し よ

りまで地域の皆
みな

が

交流
こうりゅう

して、夏の夜を楽しく過
す

ごします。近年
きんねん

は

若
わか

い世代
せ だ い

が増
ふ

えて、子どもの 姿
すがた

が目立
め だ

つように

なり、お年
とし

寄
よ

りからはこんなに子どもが多くい

るのかと 驚
おどろ

きの声
こえ

が寄
よ

せられています。 

主
おも

な内容
ないよう

は、摸擬店
も ぎ て ん

の開催
かいさい

、盆踊
ぼんおど

り、子どもに

よる花火
は な び

大会
たいかい

です。会場は桑原三島神社の境内
けいだい

を使用
し よ う

し、中 央
ちゅうおう

にやぐらを立てて周
まわ

りにテント

が設
もう

けられます。また、場内
じょうない

には電灯
でんとう

のケーブ

ル が 張
は

ら

れ、提灯
ちょうちん

が灯
とも

され、祭りの雰囲気
ふ ん い き

を盛
も

り上げます。

各種団体の役割は、自治会役員と清
せい

寿
じゅ

会（老人
ろうじん

会）

が受付・来賓
らいひん

の接待
せったい

・祭りの進行などを行い、摸

擬店は、母親
ははおや

クラブとボランティア会が焼きそ

ば・おでん、消防団
しょうぼうだん

がトウモロコシ・かき氷、体

育委員が綿菓子、育成会
いくせいかい

がポップコーン、子ども

会が金魚すくい・ヨーヨー釣
つ

り・くじ引き・飲み

物などそれぞれのブースを担当
たんとう

します。また、こ

の祭りの特色として、模擬店では原則
げんそく

として事前

に発券
はっけん

されたバザー券で品物と交換
こうかん

することに

なっていて、気軽
き が る

に利用することができます。 
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盆踊りが始まると、夏祭りも最高潮
さいこうちょう

に達
たっ

します。事前に自治会回覧
かいらん

で呼びかけ、 

ＪＡ女性
じょせい

部
ぶ

の協力のもとで盆踊りの練習を行います。本番では、夏祭りに集まった多

くの人々がやぐらの周
まわ

りで輪
わ

になり、やぐらの上でたたく太鼓
た い こ

の響
ひび

きに合わせていろ

いろな音頭
お ん ど

を踊
おど

ります。主役は子どもで、浴衣
ゆ か た

で参加する子も大勢
おおぜい

います。 

夏祭りのフィナーレは、子ども会による花火大会で、盛大
せいだい

に夏祭りを締
し

めくくり

ます。（改行
かいぎょう

） 
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秋祭り(桑
くわ

原
はら

三
み

島
しま

神
じん

社
しゃ

例
れい

大
たい

祭
さい

) 

三島神社は「村社
そんしゃ

三嶋社」として発足
ほっそく

したもの

が、法令
ほうれい

により「 宗 教
しゅうきょう

法人
ほうじん

三島神社」となった

ものです。神社の祭典
さいてん

は、例年
れいねん

10 月の第一日曜日

に行われ、隣組
となりぐみ

から選
えら

ばれた宮
みや

世話人
ぜ わ に ん

が主体
しゅたい

と

なって準備、運営にあたります。秋祭り本番を迎
むか

える前に宮世話人、自治会役員、消防団、子ども

会、交通安全母の会、生産組合、体育委員、清寿

会などが打合せを行い、準備にあたります。秋祭

りの１週間前に神社の清掃
せいそう

、のぼり立て、神輿
み こ し

磨
みが

きなどに住民の方たちが参加します。また、桑原

地区にある事業所を回り、地域の活性
かっせい

化と事業の

繁栄
はんえい

を願って協力をお願いし、三島神社の箱
はこ

札
ふだ

を

お届けします。祭礼の当日は早朝から、宮司
ぐ う じ

さん

により地域の安全・五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

を祈願
き が ん

して祭式
さいしき

を行います。その後、神輿に御魂
み た ま

入れが

行われ、神輿巡行
じゅんこう

がスタートします。巡行経路は地域の全体をカバーするように計画

され、約６キロメートルに及びます。普段
ふ だ ん

は知ることの無い地域全体の様子が分かり、

地域の隅々
すみずみ

まで身近に感じることができる貴重
きちょう

な機会
き か い

になります。 

巡行は、子ども会が太鼓とお賽銭箱
さいせんばこ

を持って先導
せんどう

し、神輿がその後に続きます。ま

た前後には交通安全の係員が付き、事故が無
な

いように注意して見守ります。途中、20

ケ所ほどの小休止
しょうきゅうし

をはさみながら、水分を補給
ほきゅう

したり、お菓子を食べたり、担
かつ

ぎ手を

交代しながら巡行します。子どもも、お母さん方も、大人の男子も、無理
む り

な負担
ふ た ん

もな

く巡行できます。(昔は巡行の最後に酒匂
さ か わ

川
がわ

に入り、神輿を担いで川を下るのが当地
と う ち

特有
とくゆう

の慣行
かんこう

でしたが、現在は取り止めています)。 
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昭和 20 年代の秋祭りの写真を見ると、大人の人数が多いことに気付きます。この

頃は 20 代から 40 代の男性の多くが消防団員となり、秋祭りの中心的な役割
やくわり

を果たし

ていました。現在、消防団員は８名で、小田原市に合併
がっぺい

した昭和 29 年当時の５分の１

ほどに減少
げんしょう

し、若い世代のお父さん方が伝統行事に参加し、秋祭りが交流の場の一つ

となることが望まれます。また、「令和
れ い わ

元
がん

年の写真」では子どもの明るい顔が揃
そろ

って

います。将来
しょうらい

、故郷
ふるさと

を思い出す貴重
きちょう

な体験
たいけん

となることでしょう。 

 

 
昭和 20 年代の秋祭り

令和元年の秋祭り 
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成田の「お祭り」について 

秋祭り（成田
な る だ

三島
み し ま

神社例
じんじゃれい

大祭
たいさい

） 

成田
な る だ

のお祭りで１年の中で 最
もっと

も賑
にぎ

やかなの

は何と言っても秋祭りです。 

成田三島神社の例大祭は、毎年 10 月の第１

週目の土日の２日間行われます。土曜の夜に前

夜祭の宵宮
よいみや

祭
まつり

が行われ、いよいよ秋祭りの

開幕
かいまく

です。そして、日曜は祭りの本番、神輿
み こ し

の

巡行
じゅんこう

が朝早くから夜の宮
みや

入
い

りまで続きます。 

〇神輿
み こ し

渡御
と ぎ ょ

 

お神輿に神様が乗
の

り、氏子
う じ こ

町内を巡行する

ことを神様を 敬
うやま

い神輿渡御と言います。神様

が神輿に乗って氏子の家々を回り、人々を 災
わざわ

いや厄
やく

から守ってもらうのです。従
したが

って、平穏
へいおん

で安全に暮
く

らせるよう祈願
き が ん

する神輿巡行は、

本来は神聖
しんせい

な神事
し ん じ

とも言うべきものであると

言えるでしょう。 

〇御霊
み た ま

入れ 

神様は普段
ふ だ ん

は神社社殿
しゃでん

の中にいます。この日

の神輿渡御のために神様の御霊
み た ま

を神社から神

輿に遷
うつ

す儀
ぎ

式
しき

です。宮司
ぐ う じ

さんが神殿の前で祝詞
の り と

をあげる祝詞
の り と

奏上
そうじょう

など一連の儀式である祭祀
さ い し

を行います。（改行
かいぎょう

） 

祭祀の行い方は、神社本庁
ほんちょう

の制定する「神社

祭式
さいしき

行事作法」により定められています。 

  

お祓
はら

いをしてお神輿を清めます。 榊
さかき

を供
そな

えて神様の御霊をお神輿に遷します。
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〇町内巡行 

神輿の巡行には、大勢
おおぜい

の担
かつ

ぎ手が必要です。現在の成田三島神社のお神輿は平成８

年に新調されましたが、大変立派
り っ ぱ

なお神輿で 重 量
じゅうりょう

もあり、交代要員を含めて 100 人

近くの担ぎ手が必要です。成田三島神社に限
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神輿突っ込み お浜巡り 宮入帰還の渡御 宮入帰還の渡御

（北條太鼓・えっさホイ踊りコラボ）
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宮入り 

境内を時計回りに３回練りまわります。 
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皆さんお楽しみの抽選会
ちゅうせんかい

があります。日頃の練習

の成果を精一杯
せいいっぱい
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ひ ろ う

します。 
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さいこうちょう

は大抽選会。屋台で焼き鳥やラーメンを

食べていた人もこの時ばかりは当選
とうせん
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て大人も子どもも一喜一憂
いっきいちゆう

です。 

 

千代中学校生徒さんのダンス 子ども会で練習しました 抽選当たった人いますかー 

〇例大祭の主な準備作業   

 

のぼりの飾付
かざりつ

け、榊・しめ飾り フォークリフトでのぼり立て お神輿の飾付け 
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夏祭り（盆踊り） 

毎年恒例
こうれい

の成田地区の夏祭りは７月中旬に八反田
は っ た ん だ

公園にて盛大に開催されていま

す。当初は８月のお盆
ぼん

時期に開催されていましたが、酒匂川の花火大会と重なったり

したため見直しされて、現在の７月第３週の土曜日となり、盆踊り中心に地域の各種
かくしゅ

団体運営の模擬店が出店
しゅってん

され、地域住民の方々の親睦の場となっています。大抽選会

の頃には祭りも最高潮
さいこうちょう

に盛り上がり、大人も子どもも一緒
いっしょ

になって楽しんでいます。 

ここで、色々な行事の場となっている八反田公園の歴史
れ き し

について調べてみました。

昭和 58 年 12 月に小田原市豊川
とよかわ

特定
とくてい

土地
と ち

区画
く か く

整理
せ い り

組合
くみあい

の事業が施工
せ こ う

され、総
そう

事
じ

業
ぎょう

費
ひ

は 18億
おく

４千万円（当時）でした。本事業が実施された成田地区の背景は、去る昭和 42

年に国道 255 号線が開通
かいつう

し、また、昭和 44 年に小田原・厚木道路が完成し、これまで

の水田
すいでん

地帯
ち た い

が一変
いっぺん

して都市化の様相
ようそう

を呈
てい

してきた中、21 世紀に向け地域住民の快適
かいてき

な

生活基盤
き ば ん

が完成するとともに、町
まち

並
な

みも素晴
す ば

らしくなり、大いに発展するものと期待
き た い

されました。（当時の記念誌
し

より） 

現在はもう一つの計画道路、国府津・穴部
あ な べ

線（県道 717 号）の片側２車線の 27 メー

トル道路が平成 23 年５月に開通しています。この区画整理事業、道路や水道整
せい

備
び

の

ほかに八反田公園、中ノ町
な か の ま ち

公園、吉添
よしぞえ

公園の３つの公園が整備され、豊川保育園や旧

豊川支所の改築
かいちく

などが行われ、12 年の歳月
さいげつ

を費
つい

やして平成８年２月にこの事業が完成

しました。（改行
かいぎょう

） 

  

区画整理事業前の様子（昭和 58 年当時） 区画整理事業完成後の様子（平成８年２月）

中ノ町公園

八反田公園八反田公園

豊川支所

豊川保育園

吉添公園

中ノ町公園

豊川支所

豊川保育園

吉添公園

中ノ町公園

八反田公園八反田公園

豊川支所

豊川保育園

吉添公園

中ノ町公園

豊川支所

豊川保育園

吉添公園
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豊川地域コミュニティ運営協議会第３分科会（令和元年度メンバー） 

〇分 科 会 長  小松 秀樹 

〇副分科会長  小川 泉 

〇委   員  加藤 純一   和田 道明   成田 洋一   栢沼 茂治 

        山口 登志夫  澤地 光春   大川 晋作   石井 昇 

        大木 敏正   桒畑 寿一朗  田中 修    池田 直美 
 

 

編集後記 

 豊川地域コミュニティ運営協議会第３分科会として制作
せいさく

してまいりました、 

豊川地区の文化・歴史について各地区の行事や地域内の取り組みを通じて紹介
しょうかい

 

し、地域内の情報
じょうほう

共有
きょうゆう

、コミュニティの形成
けいせい

とともに誰
だれ

にでも気
き

軽
がる

に参加し 

てもらえるためのツール、冊
さっ

子
し

の第３作目になります。 

 今回は、今までの冊子を見ていただいてからのまつり
・ ・ ・

です。意味合いこそ祀
まつ

 

り・祭り・奉
まつ

り・政
まつ

りと色々ありますが、豊川地区のそれぞれは全
すべ

てを 集
しゅう

約
やく

し、 

季
き

節
せつ

を感
かん

じ、自然と共に生き、神様や御
ご

先
せん

祖
ぞ

様
さま

、先人
せんじん

を 敬
うやま

い、その気持ちを先 

に繋
つな

げていく、そんな気持
き も

ちが今もそしてこれからも続いていく大切なものに 

なります。これを読んで飯
いい

泉
ずみ

・桑原
くわはら

・成
なる

田
だ

のまつりにどんどん参加していただ 

ければと思います。 
 

豊川地域コミュニティ運営協議会 第３分科会長 小松 秀樹   

 

豊川地域コミュニティ運営協議会第３分科会（文化歴史・教育）作成の冊子 

「道祖神とどんど焼き」（平成 29 年度）

「温故知新～豊川物語」（平成 30 年度）

既刊誌は小田原市自治会総連合の 

ホームページを御覧ください。 
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